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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
１．学術集会 
年次学術集会を以下の通り開催した。 

 第 68 回日本ウイルス学会学術集会 
 会 期：2021 年 11 月 16 日～11 月 18 日 
 会 場：神戸国際会議場/WEBハイブリッド開催 
会 長：森 康子（神戸大学大学院医学研究科附属感染症センター臨床ウイルス学分野） 

 テーマ：ウイルスの神秘を探る Illuminating the Depths of Virology 
 
 第 69 回日本ウイルス学会学術集会 
 会 期：2022 年 11 月 13 日～11 月 15 日 
 会 場：出島メッセ長崎 
会 長：森田 公一（長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野） 

 テーマ：ポストコロナ時代のウイルス学 Virology in Post COVID-19 Era 
 
第 70 回日本ウイルス学会学術集会を下記の通り開催した。 

 会 期：2023 年 9月 26 日（火）～9 月 28 日（木） 
 会 場：仙台国際センター 
 会 長：西村 秀一（国立病院機構仙台医療センター） 
 テーマ：流行不易 ～変わるもの変わらぬもの～ Cores and Developments in Virology 
 
 ２．学会誌 
 学会誌「ウイルス」第 71 巻 1 号～73 巻 2号（各号発行部数：約 1,800部）を刊行した。 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
 １．日本微生物学連盟の加盟学術団体として IUMS（国際微生物学連合）との連携、協力を実施 
   した。 
 
 ２．第 69 回日本ウイルス学会学術集会において、日米ウイルス部会合同シンポジウム JSV  

and USJCMSP symposium sponsored by the AMED research grant を開催した。 
 
 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

 １．市民公開講座の開催 
 第 68 回日本ウイルス学会学術集会において市民公開講座「これだけは知っておきたい新型コロナ 
ウイルス感染症」を開催した。 

 第 69回日本ウイルス学会学術集会において市民公開講座「天然痘根絶とサル痘の流行」を開催した。 
  
２．高校生のためのウイルス学体験講座 

 第 10 回（2021 年度）～第 12 回（2023 年度）高校生のためのウイルス学体験講座を開催した。 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

 １．研究倫理規程、利益相反規程の制定と施行管理 
 ２．理事会、各委員会におけるジェンダーレス化の努力 
 ３．会員の意見集約（パブコメ等）の推進 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

 日本微生物学連盟加盟学術団体として、日本細菌学会、日本医真菌学会、日本感染症学会との連携（合
同会議の開催、市民公開フォーラムの開催等）を実施。 

 
 


